
 

 

 

帝国臣民たる日本の男子たちがい

かに選別されて兵士となったか、また、

どの様な軍隊生活を送ることになっ

たのかをみてみましょう。 

徴兵検査に合格してしまえば入営

を拒否することはできませんでした。

徴集延期の条件としては「生計困難ノ

故」（兵役法第４０条）がありました

が、軍事扶助法によって留守家族の生

活扶助が行われ延期は困難でした。     

また、これ以外には中等学校以上の

学校（徴集猶予の特典のあるもの）に

行くか、 外国に在留するかでしたが、

大多数の若者には関係のないことで

した。 

1943年 9月 22日、東条内閣は

南方戦線での人員損耗 を補うため大

学・高等学校・専門学校学生 の猶予を停止しました。これによって入営・ 従軍した学生は全国で３万５千名に

も及び ました。逃亡は法による処罰の対象であり、残された家族まで「非国民」のそしりを免れることはできま

せんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徴兵検査・兵役 

Yanase-05 2025/8/4 

さまざまな測定を実施した 

 兵役の時期と期間 

出典『昭和の歴史３ 天皇の

軍隊』 大江志乃夫 小学館 

や
な
せ
た
か
し
は
、
第
一
乙
種
合
格 

満
二
十
一
歳
、
陸
軍
の
小
倉
の
部
隊
に
入

隊
。
兵
役
期
間
は
五
年
間
で
し
た
。 


